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第 3382回

世界に希望を生み出そう

2023-2024年 度国際ロータリー会長
Gordon R,Mcinally(ゴ ードンRマッキナリー)

「シャインマスカットとリバーシブルマフラー」 坂 田 瑞 来

出 席 委 員 会

委員長 川 崎 直 人

令和 5年度下期 (R6/1～ R6/6)の プログラムを報告致します。今回の行事

予定では、入会後にまだ卓話をされていない会員が多い為、内部卓話を多く予

定させて頂いております。各担当でご準備の程、よろしくお願い致します。

今日は、年の瀬ということもあリー年を振 り返つてみますと、年明けから

私達にとつては何より衝撃的な出来事がありました。大変残念な事に物故会

員となつてしまった森川紘太郎ざんの事を思い出します。実は、私と森川さ

んは数 日前の 1月 31日 に松山で開催された講演会で隣同士となり、ご一緒
させて頂いておりました。その時の想いを吐露させて頂 くと共に、その講演

内容のお話をさせて頂きます。

講演は、「塩野七生」さんというイタリア在住の高名な作家によるもので、有名な書籍としては「ロー

マ人の物語」や「ギリシャ人の物語」といつたものが国際的に支持されております。いよぎんホールデイ

ングス様の設立記念として開催された講演で、私自身の母が書籍を所有していた事が記憶の片隅に有

り、何となく縁を感じて参加したところでした。演題は「なぜ松山に来たかったのか」と掲げられて

おり、その事由を三つ挙げられていました。一つ目は皇居で開催される歌会始に愛媛在住の女性が作つ

た短歌が入選しており、その歌が塩野氏の作品に関連するものであつた事から感銘を受けられ、そん

な人がいる松山に行ってみたいと思われたそうです。二つ目は塩野氏の母が高松出身であり、まだ一

度も訪れていなかつた四国に所縁があつたとのことでした。三つ目は松山出身の軍人である秋山好古

に強い関心を持つたことだそうです。日露戦争後には多くの軍人が東京で居を構えた中で好古が松山

へ帰独卜し、学校長として教育に情熱を注いだ理由として、陸軍騎兵を率いた好古が敵兵を合む多くの

死に直面した事で彼の死生観に大きな影響を及ぼし、その事が未来を生きる若者の育成へと駆り立て

たのではないか、とする見解を披露されると共に、道後にある好古のお墓にも訪れたとの事でした。

この講演からは私も刺激を受け、塩野氏の書籍を購入して拝読する契機ともなりましたが、縁あつ

て一緒に参加した森川さんと交わした当時の会話がつい先日の事のように思い出され、講演内容の所

感等についてもっと談義を交わしたかったなという想いが残り、悔恨の情を抱いています。
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川崎直人 委員長

令和 5年 12月 15日

ニコニコ紹介

大西俊也君～

先日、関束。東北・信州に展開している得意先のコ

ンペに出席した際、景品として少し前に話題となり

ました愛媛じゃこ天と地元の名産としてえびちく

わを持参しました。(も ちろん青木蒲鉾店で購入さ

せて頂いています。)当 日は、秋田の人ではなく郡山

(福島)の人にお渡ししましたところ大変喜んでく

れました。みなさんもお生産にぜひおすすめです。

¬2月 29日 プログラム予定
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